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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
た
ち
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は

２
月
２
日
、
東
京
で
第
１
２

回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。 

先
ず
冒
頭
、
日
巻
中
央
本

部
委
員
長
が
「
１
月
１
日
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で

被
災
さ
れ
た
方
に
は
慎
ん
で

お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
日
本

郵
政
グ
ル
ー
プ
が
担
っ
て
い

る
社
会
的
使
命
を
被
災
地
支

援
と
復
旧
・
復
興
に
向
け
役

割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
労

働
組
合
の
立
場
か
ら
力
を
尽

く
し
て
い
く
」
と
決
意
を
の

べ
ま
し
た
。 

続
い
て
２
４
春
闘
に
つ
い

て
、 物

価
の
高
騰
は
低
賃
金
で

働
い
て
い
る
非
正
規
労
働
者

の
生
活
を
直
撃
し
て
お
り
、

春
闘
時
期
に
お
け
る
賃
金
引

上
げ
は
昨
年
に
も
増
し
て
必

要
。
一
方
、
会
社
側
の
姿
勢

は
「
１
０
月
の
最
賃
改
定
待

ち
」
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
、

会
社
の
姿
勢
を
変
え
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
重
要
。
２
４
春

闘
で
は
物
価
高
騰
を
上
回
る

賃
上
げ
要
求
を
掲
げ
、
春
闘

時
で
の
回
答
を
強
く
迫
り
、

大
幅
賃
上
げ
で
生
活
改
善
に

結
び
つ
く
た
た
か
い
を
展
開

し
て
い
く
。 

正
社
員
に
お
い
て
も
一
般

職
社
員
の
処
遇
改
善
は
特
に

重
要
な
課
題
。
住
居
手
当
の

支
給
対
象
外
と
な
っ
て
い
る

点
や
、
郵
政
社
宅
の
入
居
が

認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
、
地
域
基
幹
職
と
の
格
差

解
消
を
図
る
た
め
改
善
を
強

く
求
め
る
。
地
域
基
幹
職
全

体
の
賃
金
底
上
を
勝
ち
と
り
、

生
活
改
善
に
つ
な
が
る
賃
上

げ
を
要
求
し
て
た
た
か
う
。 

シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
職
の
処

遇
改
善
も
重
要
課
題
。
現
役

時
代
と
同
じ
仕
事
に
就
い
て

い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
給

与
が
現
役
時
代
の
約
６
割
以

下
の
支
給
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
扶
養
手
当
や
住
居
手

当
な
ど
の
生
活
関
連
手
当
も

不
支
給
と
な
る
な
ど
問
題
が

多
く
、
希
望
す
る
社
員
が
６

５
歳
ま
で
安
心
し
て
働
き
続

け
る
こ
と
の
で
き
る
労
働
環

境
の
改
善
を
求
め
て
い
く
、

と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。 

提
案
を
受
け
「
２
４
春
闘

方
針
」
を
中
心
に
、
多
く
の

意
見
が
出
さ
れ
、
活
発
な
討

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

討
論
を
経
て
、
２
４
春
闘

で
は
、「
物
価
上
昇
を
上
回
る
、

す
べ
て
の
社
員
の
大
幅
な
賃

上
げ
を
勝
ち
取
る
春
闘
」
と

し
て
、
①
す
べ
て
の
社
員
の

大
幅
賃
金
引
き
上
げ
、
②
非

正
規
社
員
の
均
等
待
遇
と
正

社
員
化
、
③
大
幅
増
員
な
ど

の
要
求
実
現
、
④
組
織
の
強

化
・
拡
大
を
４
つ
の
柱
と
し

て
、
一
人
ひ
と
り
の
組
合
員

が
自
覚
的
に
行
動
す
る
春
闘

を
展
開
す
る
。 

具
体
的
に
は
、
物
価
上
昇

を
上
回
り
、
生
活
改
善
が
実

感
で
き
る
大
幅
な
賃
上
げ
と

時
給
制
契
約
社
員
基
本
給
の

加
算
額
（
２
０
円
）
の
引
き

上
げ
、
加
え
て
「
物
価
上
昇

か
ら
生
活
を
守
る
特
別
手

当
」
の
支
給
、
定
期
昇
給
の

完
全
実
施
、
年
間
一
時
金
の

満
額
支
給
を
求
め
る
。 

非
正
規
社
員
の
処
遇
改
善

で
は
、
無
期
転
換
後
、
希
望

す
る
期
間
雇
用
社
員
を
２
年

で
正
社
員
に
登
用
す
る
こ
と
、

ま
た
、
雇
止
め
条
項
の
撤
廃
、

正
社
員
登
用
試
験
で
の
応
募

要
件
の
緩
和
と
登
用
者
数
の

大
幅
な
拡
大
を
求
め
て
い
く

こ
と
等
を
決
定
し
ま
し
た
。 

会
社
に
提
出
し
た
要
求
書

な
ど
に
つ
い
て
は
次
号
以
降

掲
載
し
ま
す
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙・ 「みらい」 

ＮＯ．４424 

`24 年2 月16 日（金） 

℡･Fax 095-828-1953 
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期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        

郵政ユニオン第 12回中央委員会 中央執行委員長あいさつ（抜粋） 

 

全国各地から参加された中央委員のみなさん、たいへんご苦労様で

す。中央委員のみなさんがひとつになって委員会成功に向けご協力を

お願いします。第 12回中央委員会開催にあたり、中央執行委員会を代表

して３つの点に触れてあいさつさせていただきます。（中略） 

日本郵政グループにおけるベースアップの状況は、郵政民営化以降

2008 年（600 円）、2014 年、2015 年（それぞれ 1000 円）、2023 年では

4800 円相当のベアが実施されましたが、すべての社員に行きわたるも

のにはなっていません。特に 23春闘においては正社員に付与されてい

た夏期・冬期休暇削減を前提としたものであり、到底、賃上げと言えるも

のではありません。 

また日本郵便の正社員数では５年間で 16939 人減、非正規社員では

32008 人減少しています。黒字経営でも増員要求に応えない、ベア要求

にも応えない会社の不誠実な姿勢を追及するとともに、非正規社員の

時間給引上げ要求に対しては、春闘期での物価高騰を上回る賃上げを

勝ちとるため、たたかう春闘を展開していきます。 

最後に非正規労働者の処遇改善と不合理な格差を是正させていくた

たかいについてです。労契法２０条裁判のたたかいは、「不合理な格差」

という壁を多くの仲間たちの支援を受け押し開けました。しかし会社は、

正社員の処遇を引下げて非正規社員の処遇を合わせるという最高裁判

決と逆行する労働条件の変更を強行してきました。郵政ユニオンは最高

裁勝利判決を勝ちとった労働組合として、開いた時代の扉を、閉じよう

する力に屈するわけにはいきません。取られたら取り返すたたかいに打

って出ようではありませんか。そして 24 春闘を全組合員の力を結集し

てたたかい郵政ユニオンを強く大きくしていこうではありせんか。 

中央本部は先頭に立ってたたかう決意を申し上げ挨拶とします。 

 


